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埼玉県東南部地域放射線対策協議会

松伏町長 会田 重雄 様

「東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う要求書」に対する弊社回答について

埼玉県東南部地域放射線対策協議会 松伏町におかれましては、弊社の福島第一原子力
発電所の事故により、放射線測定や除染、焼却灰処分へのご対応など、大変なご迷惑とご

心配をおかけしていることを、心より深くお詫び申し上げます。

また、計画停電対応や節電対策、ならびに被災者受入や避難所運営など、多大なるご支

援をいただきましたことに深く御礼申し上げます。

さて、平成 23年 12月 26日 に受領しました「東京電力福島第一原子力発電所の事故

に伴う要求書」について、下記のとおりご回答させていただきます。

コ
言巳

1.草加市・越谷市 0人潮市 0三郷市 0吉川市 0松伏町がそれぞれ負担した放射線対策等

に要した費用に対する補償について

地方公共団体の皆さまへの賠償につきましては、原子力損害賠償制度の枠組みの下

で継続的に検討を進め、必要な賠償基準を早急に定めたうえで、原因者として、責任

と誠意をもつて適切に対応させて頂きます。

現時点で弊社の対応内容を明確に回答することが出来ず、誠に申し訳ございません

が、機会を改めましてご説明させていただきますので、何卒ご理解をいただければと

考えております。

2.各市町が行 う放射線対策への人的・物的な対応と、除染により生じる除去土壌等への

対応について

現在、弊社は福島第一原子力発電所の安定状態の維持ならびに廃炉に向けた取り組

みに加え、被害を受けられた方々への賠償や支援、電力の安定供給の確保等に、全社を―

あげて取り組んでおります。また、測定機材についても発電所内で作業に加え、避難さ

れている住民の方々の一時帰宅等において相当量使用しており、測定機器貸出や人的ご

要望に対応させていただくことは大変困難な状況でございます。



また、除染に伴い発生した土壌等の取扱につきましては、放射性物質汚染対処特別措

置法に基づき進められるものと考えており、この法律の枠組のもとで当社としても出来

る限り協力してまいりたいと考えております。

今後とも、皆さまのご意見を適宜お伺いするなどしてお役に立ちうる取り組みを引き

続き検討して参ります。

3.市民・町民への損害賠償について、損害を受けた全ての方が十分に納得出来る補償を

速やかに実施することにつぃて

市民・町民への損害賠償につきましては、原子力損害賠償法に基づき、当社事故と

相当因果関係の認められる損害については、中間指針などを踏まえ、適切に対応させて

頂きます。

また、お申し出に対しては親切・丁寧に対応して参ります。

4。 当社が率先して、市民・町民の不安を解消するための広報などを適切に行 うことにつ

い =C

弊社はこれまでもホームページ等で事故収束に向けた復旧状況など可能な限り情報

公開してまいりましたが、よりわかりやすい広報のあり方について、引き続き検討、実

施して参ります。

以上


